
これまでの検討経緯

資料２



これまでの検討経緯
〇 「新潟駅周辺交通結節機能強化基本方針」を踏まえ、国土交通省と新潟市が連携して、令和２年３月に

「新潟駅周辺整備（交通ターミナル）事業計画」を策定。

○令和２年５月道路法改正に伴い官民連携による事業推進の可能性が拡大。

○「にいがた２ｋｍ」の推進とともに、 新潟駅南口広場の「将来あるべき姿」の具体化に向け、「新潟駅

南口広場再編検討委員会」を設置。令和６年３月に「南口広場（再編）整備コンセプト（案）」が提示。

○ 令和６年～７年にマーケットサウンディング調査を実施し、官民連携による事業推進の市場性を確認。

○ 新潟市が令和８年２月上層部等空間の活用を含む「仮称バスタ新潟の整備に望む事項」をとりまとめた。
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新潟市のまちづくり 新潟駅交通ターミナル整備事業 
検討事項

２０１９（令和１年）

２０２０（令和２年）

２０２１（令和３年）

２０２２（令和４年）

２０２３（令和５年）

２０２４（令和６年）

２０２５（令和７年）

２０２６（令和８年）

・ 新潟駅交通結節機能強化検討委員会

・ 都市再生緊急整備地域の指定 
⇒ 「新潟都心地域の目指す姿」

・ 都心まちづくりの基本方針策定「にいがた２ｋｍの覚醒」

・ 「新潟市総合計画２０３０」策定

・ 「新潟駅南口広場再編検討委員会」 設立

・ 第４回 新潟駅南口広場再編検討委員会
⇒ 「仮称バスタ新潟の整備に望む事項」提示

・ 「新潟駅周辺広域交通事業計画検討会」 設立

・ 第２回 新潟駅周辺広域交通事業計画検討会
  ⇒「新潟駅周辺整備（交通ターミナル）事業計画」 策定
・ 新潟駅交通ターミナル整備事業 【事業化】

・ 第８回 新潟駅周辺広域交通事業計画検討会
⇒ 「新潟駅周辺整備（交通ターミナル）事業計画」改定

道路法改正に伴う事業手法検討

・ 「新潟駅・万代地区将来ビジョン」策定

・ 第２回 新潟駅南口広場再編検討委員会
⇒ 「新潟駅南口広場（再編）整備コンセプト（案）」提示

・ 第３回 新潟駅南口広場再編検討委員会

・ 第３、４回 新潟駅周辺広域交通事業計画検討会

・ 第５、６回 新潟駅周辺広域交通事業計画検討会

・ 第７回 新潟駅周辺広域交通事業計画検討会

※ 上記検討会第１回～７回の審議事項は次頁以降参照※ 上記委員会第１回～４回の審議事項は次頁以降参照

・ 「にいがた２ｋｍ 未来を語るシンポジウム」開催

マーケットサウン
ディング調査

（検討会外部委員にMS調査の事前説明実施）

市場調査

交通事業者
ヒアリング
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⇒ 「新潟駅周辺交通結節機能強化基本方針」 策定



（参考）第１～７回までの新潟駅周辺広域交通事業計画検討会
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＜第１回＞ 令和２年３月４日（水） ※書面開催
・ 本会議の規約などについて
・ 新潟駅周辺整備事業計画について

＜第２回＞ 令和２年３月２５日（水） ※書面開催
・ 「新潟駅周辺整備事業計画」の策定

＜第３回＞ 令和２年７月６日（月）
・ 新潟駅周辺整備事業計画について
・ 今後の検討課題と対応方針、整備手法等について

＜第４回＞ 令和２年１２月２２日（火）
・ 市場調査（WEBアンケート）の実施について
・ 南口広場における未集約バスの整理について

＜第５回＞ 令和３年５月１１日（火）
・ 市場調査の中間報告について

  ・ ヒアリング調査に向けて

＜第６回＞ 令和３年１１月８日（月）
  ・ 市場調査の結果報告について
  ・ 市場調査を踏まえた追加調査について

令和２年

令和３年

＜第７回＞ 令和４年７月２７日（水）
  ・ 追加調査の結果概要について

  ・ 検討課題の対応状況について
令和４年

○ 第２回検討会において、「新潟駅周辺整備事業計画」を策定
〇 第３回検討会において、本事業に係る「今後の検討課題と対応方針」を報告
○ 令和２年～３年に市場調査を実施し、第６回検討会において結果を報告



第7回新潟駅周辺広域交通事業計画検討会での提示内容
主な意見 対応状況

No 課題 対応方針

中・長距離
バスターミナル

①
駅周辺の防災拠点としての役割な
ど、事業計画に基づく必要な施設の
検討

必要規模の算定
（検討項目：敷地規模、バー
ス配置、動線、付属施設など）

• 運行実態の把握に用いるデータの信頼性
を踏まえたバース数の検討が必要

• ピーク時の運行実態や施設周辺での混雑
等も踏まえた施設計画の検討が必要

→資料５「事業計画改定（案）」P22参照

周辺道路網 ②

中・長距離バスターミナルと万代方
面を円滑に結ぶ南北動線など、新
設道路の整備 及び周辺交通への
影響の検討

・円滑な交通を確保するため
の道路網の検討
・交差点での交通負荷の検討

• ターミナルと万代シテイバスセンターとの役
割やバスルート等について検討が必要

• 南北動線やターミナルと隣接する道路だけ
でなく、周辺道路網も含めた交通への影響
の検討や警察等との協議が必要

→新潟駅西線の整備方針や中・長距離バス
ターミナルへのアクセス方法について検討予定

南口広場

③
高速乗合バス以外の
未集約バス（観光・貸切バス等）の
存在

運行実態を把握し、
集約を検討

• 利用者の利便性を踏まえた集約対象車両
の指定や車両動線の検討が必要

• バスターミナルの集約対象車両や観光・貸
切バス等がターミナルを使用する際の使用
料等の徴収方法について検討が必要

→資料５「事業計画改定（案）」P22参照

④
南口広場内の交通混雑
（一般車の送迎利用や駐車場利用
の需要集中による混雑） 課題解消に向け、南口広場

の総合的な配置を検討

• 新潟駅南口広場周辺の改修にあたっては、
開発動向も踏まえ、将来的な駐車場台数
の検討が必要

• 自動車から公共交通への転換を促し、駐
車場台数を削減する視点も検討が必要

―

（新潟駅南口広場再編検討委員会にて協議）

⑤
南口広場周辺の
低未利用地（仮設駐輪場等）の存在

交通結節機能 ⑥
新幹線、鉄道、路線バス、タクシー
等との駅周辺全体の交通結節点と
しての機能強化

統一的なサイン、動線、MaaS

等を用いて総合的に検討
－

→統一的なサインは、新潟駅南口広場再編検
討委員会にて協議を踏まえて詳細検討予定
→動線は、事業者公募を通して事業者提案を
踏まえて対応予定
→MaaSは、今後の施策展開や民間の動きを
踏まえ対応予定 

官民連携手法 ⑦
民間活用による効果的な開発及び
維持管理の検討

効果的な官民連携手法の検
討及び当該計画における適
用性の検討

• 回遊性だけでなく、ターミナルへ立地する
施設の種類や量、古町等の新潟市のまち
づくりも含めて、整合性をとることが必要

• PFI 実績によらず参画できるようにすること
が望ましい

・ターミナル整備・運営に係る官民連携の市場
性を確認
→資料３「マーケットサウンディング調査結果報
告」参照
（上層部等の導入機能は、新潟駅南口広場再
編検討委員会にて協議）

道路空間再編 ⑧ 道路空間再編の検討
将来的な駅周辺の交通転換
に伴い具体化

－
―

（東大通道路空間再構築検討会議にて協議）

（参考）第7回新潟駅周辺広域交通事業計画検討会で提示した課題と対応方針等について
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今回検討会での対応箇所



＜第１回＞ 令和5年11月27日（対面）

＜第２回＞ 令和6年3月12日（対面）

＜第３回＞ 令和7年2月7日（対面）

＜第４回＞ 令和8年2月6日（対面）

実施期間：

調査対象：

手 法：

調査項目：

令和６年８月７日～令和７年１２月

本事業に関心があり、主体的な事業実施が
可能な事業者、団体等の法人

WEBアンケート、意見書、個別対話

事業スキームに関する意見
バスターミナル及び上層部等への導入機能
事業への参画意欲
事業への意見 等

・ 設立趣旨・検討範囲について
・ 新潟駅周辺の位置づけについて
・ 新潟駅南口広場の課題について
・ 他都市の事例について
・ 今後のスケジュールについて

・ 前回の振り返り
・ 整備コンセプト（案）について 

・ 調査企画について
・ 今後のスケジュールについて

・ これまでの振り返り
・ 新潟駅周辺の最新動向について
・ 各種調査結果の報告・課題整理について
・ 課題解決の方向性について 

・ 今後のスケジュールについて

・ ロータリーの交通混雑解消に向けたソフト施策について
・ 仮称バスタ新潟上部空間等の活用について
・ 今後のスケジュールについて

（参考）第7回新潟駅周辺広域交通事業計画検討会以降の取り組み

〇令和５年に新潟駅南口広場再編検討委員会を設置し、新潟駅南口広場の将来あるべき姿を検討開始
○令和６年～７年に市場性を確認するマーケットサウンディング調査を実施

令和７年

令和８年

新潟駅南口広場再編検討委員会の実施

令和５年

マーケットサウンディング調査の実施

新潟駅南口広場の抱える課題を見直し、行政機関、交通事業者、民
間団体等で構成する組織により、新潟駅南口広場の“将来あるべき
姿”を具体化することを目的に検討委員会を設置

上層部等民間施設を含む中長距離バスターミナルの整備及び管
理運営に関して、民間事業者から広く意見・提案を募集し、得られ
た知見を基に事業計画の見直しを行うことを目的に調査を実施

令和６年
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（参考）新潟駅南口広場再編検討委員会

〇南口広場においては、令和５年に「新潟駅南口広場再編検討委員会（新潟市）」が設立され、広場全体
の再編についての検討が進められています。

○南口広場再編の一端として、適切な機能誘導を図るため、新潟駅南口広場再編検討委員会の検討範囲と
して、（仮称）バスタ新潟（上部空間）が位置づけられました。

第１回新潟駅南口広場再編検討委員会資料より（一部抜粋）
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（参考）新潟駅南口広場（再編）整備コンセプト（案）

○第２回新潟駅南口広場再編検討委員会では、南口広場再編コンセプト（案）が提示されており、ターミ
ナル上部空間などを活用した滞留・賑わい空間の創出や、災害時にも柔軟に活用可能な空間の確保などの
方針が示されています。

第２回新潟駅南口広場再編検討委員会資料より
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（参考）仮称バスタ新潟の整備に望む事項
〇第４回新潟駅南口広場再編検討委員会での意見聴取を経て、新潟市が「仮称バスタ新潟の整備に望む事
項」をとりまとめました。

○バスターミナル上部空間等の導入機能は、広域交流・賑わいの創出、平時・災害時の公益性への配慮、
など、５項目を基本的な配慮事項としています。

第４回新潟駅南口広場再編検討委員会資料より
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